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論 文 内 容 要 旨 
背景：動脈硬化関連疾患における虚血に陥った組織に対する生体反応には、angiogenesis と







方法では分解能や測定範囲に限界があり、直径 1mm 以下の微小血管を in vivo で可視化し、高




れまでのイメージング法ではまだ不十分であり、虚血組織の angiogenesis や arteriogenesis の
メカニズムを詳細に解析するには至っていなかった。 
目的：本研究では、金ナノ粒子を用いた高分解能 X 線 CT イメージングを用い、後肢動脈虚血モ
デルマウスの arteriogenesis メカニズムを明らかにすることを目的とする。 
材料・方法： 本実験ではまず、後肢動脈虚血モデルマウスを作成し、レーザードップラーイメ






結果：手術前と手術後、また、手術 2週間後、4週間後、6週間後、8週間後に測定したLaser Doppler 
Perfusion Imaging (LDPI)での正常肢の血流を基準とした虚血肢の相対的血流量は、手術直後に
は 0.24±0.08（±標準偏差、n=5）と有意に減少した（P<0.01）。その後、2 週間後までで 0.38
±0.18（±標準偏差、n=5）まで回復し、以後は平衡状態となった。 
手術直後、手術 4 日後、1 週間後、2 週間後、3 週間後、4 週間後に行った高分解能 X 線 CT に
よる 3D イメージングでは、手術直後、4 日後の虚血肢の手術部位に血流途絶を認めた。また、
（書式１２） 
虚血肢の 1 週間後以降で拡張した深大腿動脈が可視化され、そこから末梢へ伸びるコークスクリ
ュー様血管を認めた。虚血肢の深大腿動脈直径は正常肢に対し、根部において 1 週間後で約 2 倍
となり、2 週間後にかけて約 1.2 倍まで有意に縮小していた（P<0.05）。また、中部、コークス
クリュー様血管分岐部では 1 週間後で約 1.8 倍となり、2 週間後にかけて約 1.1 倍まで有意に縮
小していた（P<0.05）。 
コークスクリュー様血管についての解析では、コークスクリュー様血管の 1 ユニット長（1 らせ
ん分の開始点から終了点までの直線距離）、1 ユニット直径（血管を直線とみなした時のらせんの
振れ幅）は観察時期でほとんど差を認めなかった。一方、コークスクリュー様血管のユニット総





関連蛋白（CD31、Vascular Endothelial Growth Factor (VEGF)）のβ-actin に対する発現量は、
正常肢と虚血肢で差がない傾向であり、継時的にも変化がない傾向であった。 
考察：金ナノ粒子を用いた高分解能 X 線 CT による後肢動脈虚血モデルマウスの血管イメージン















能 X 線 CT による 3D イメージングにより高精度に解析することを試みた。その結果、深大腿動
脈の拡張と収縮、それに伴うコークスクリュー様血管の成熟が、後肢虚血環境における
arteriogenesis 由来の血管リモデリングメカニズムとして極めて重要であることが分かった。 
 

